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▔国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
が
会
社
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た
と
き

は
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
へ
変

更
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
退
職（
失
業
）に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ

る
特
例
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
退
職（
失
業
）さ
れ
た
方
で
、
審

査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
配
偶
者
・
世
帯
主

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
免

除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

必
要
書
類
等

①�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
通
知
書
等
）

②�

失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

等
）

申
請
・
問
合
先　
「
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
書
」
を
市
民
課
☎

（
275
）６
２
４
１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所

☎（
243
）７
９
０
０
へ
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正

　
令
和
4
年
４
月
分
〜
令
和
5
年
３
月
分

の
国
民
年
金
保
険
料
が
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
し
い
保
険
料
（
月
額
）

・
保
険
料
：
１
万
６
５
９
０
円

・
4
分
の
１
免
除
：（
１
万
２
４
４
０
円

　
納
付
）

・
半
額
免
除
：（
８
３
０
０
円
納
付
）

・
4
分
の
３
免
除
：（
４
１
５
０
円
納
付
）

問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
４
１
ま
た

は
堺
西
年
金
事
務
所
☎（
243
）７
９
０
０

▔税
路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す

　
税
務
課
で
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定

資
産
税
の
評
価
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
評
価
の
基
礎
に
な
る

路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
路
線
価
…
街
路
に
沿
接
す
る
標
準
的
な

　
画
地
の
１
㎡
あ
た
り
の
価
格

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　
令
和
４
年
の
地
価
公
示
価
格
が
国
土
交

通
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
価
公
示
価
格
と
は
、
国
土
交
通
省
が

全
国
の
標
準
的
な
土
地
を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
価
格
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、
税
務
課
・
市
役
所
２
階
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
・
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
令
和
４
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
が
閲

覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
す
る
場
合
に
は
、
納

税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。
な
お
、

代
理
人
等
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
委
任
状
等

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
、
納
税
義
務
者
及
び
こ

れ
ら
の
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
に
加
え

て
、
借
地
借
家
人
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分
に

限
り
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
借
地
借
家
人

等
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
証
す
る
書

類
（
賃
貸
借
契
約
書
等
）
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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市
税
の
納
付
は
必
ず
納
期
内
に

　
市
税
は
市
の
財
政
運
営
に
お
い
て
大
切

な
財
源
で
す
。
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金

等
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
令
和
4
年
度
の
市
税
の
納
期
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
並

び
に
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
5
月

上
旬
、
市
・
府
民
税
の
納
税
通
知
書
は
６

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
４

市
・
府
民
税
の
申
告
期
限
を
4
月
15

日
ま
で
延
長
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
申
告
が
困
難
な
方
は
、
期
限
を
4

月
15
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
申
告
場
所
は

市
役
所
（
本
館
1
階
）
税
務
課
市
民
税
係

に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎
（
275
）
６
０
９
７

▔国
民
健
康
保
険

新
し
く
国
保
に
加
入
す
る
方
へ

　

新
し
く
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
の
保
険
料
の
計
算
は
、
資
格
取
得
日

（
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
、
健

康
保
険
の
扶
養
家
族
か
ら
外
れ
た
日
、
転

入
日
な
ど
）
か
ら
で
す
。
こ
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
資
格
喪
失
証
明
書
・
離
職
票
等

を
持
参
の
う
え
、
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
遅
れ
る
と
資
格
取
得
日
ま
で
最

高
２
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
理
由

無
く
遅
れ
た
場
合
、
そ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
判
定
に
つ

い
て

　
軽
減
判
定
所
得
が
基
準
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
均
等
割
と
平
等
割
が
次
の
と
お

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
１
：
給
与
所
得
者
等
は
次
の
い
ず
れ
か

　
の
条
件
を
満
た
す
方
①
給
与
等
の
収
入

　
が
55
万
円
を
超
え
る
、
②
65
歳
未
満
か

　
つ
公
的
年
金
等
収
入
が
60
万
円
を
超
え

令和 4年度　市税の納期限
対象税目 期 別 納期限

令和４年 5 月31日
令和４年 5 月31日

全期前納
第１期分
第２期分

固定資産税
都市計画税

市・府民税

軽自動車税

（普通徴収）

第３期分
第４期分

第１期分
第２期分
第３期分
第４期分

全期前納

全　　期

令和４年 8 月 1 日
令和４年12月20日
令和５年 2 月28日
令和４年 6 月30日
令和４年 6 月30日
令和４年 8 月31日
令和４年10月31日
令和５年 1 月31日
令和４年 5 月31日

　保険料は、所得に応じてかかる所得割、世帯員
数に応じてかかる均等割、加入者の世帯に平等に
かかる平等割の３つを医療保険分、後期高齢者支
援金分、介護納付金分のそれぞれで計算し、さら
にそれらを総合計して各世帯ごとに決められます。
　令和４年度の保険料が決定したので、お知らせ
します。　  問合先　健幸づくり課☎（275）6374

令和４年度　改定後の国民健康保険料

所得割
均等割
平等割
最高限度額

8.71％
31,854 円
32,105 円
630,000 円 190,000 円 170,000 円

18,306 円9,426 円
9,500 円 ー

2.66％ 2.48％

令和４年度　国民健康保険料の改定

医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護納付
金分

所得の判定区分
軽減割合

7 割

5割

2割

同一世帯内の被保険者と世帯主（被保険者でない
方も含む）の総所得等の合計額

【基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者等
（※1）の数－１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+28万5千円×（被保険者
数）+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を
超えないとき

【基礎控除額（43万円）+52万円×（被保険者数）
+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を超
えないとき
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る
、
③
65
歳
以
上
か
つ
公
的
年
金
等
収

　
入
が
１
２
５
万
円
を
超
え
る

※
２
：
基
礎
控
除
額
等
は
、
税
法
改
正
等

　
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
：
軽
減
判
定
す
る
と
き
の
総
所
得
金

　
額
等
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所
得

　
の
特
別
控
除
に
係
る
部
分
の
税
法
上
の

　
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
４
：
年
金
収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等
控

　
除
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

　
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
金
額
か

　
ら
15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減
判
定
を
行

　
い
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔後
期
高
齢
者
医
療

令
和
４
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
大
阪
府
令
和
４
年
度
の
保
険
料
率

　
年
間
保
険
料
（
限
度
額
66
万
円
）=

被

保
険
者
均
等
割
額
（
被
保
険
者
1
人
あ
た

り
５
万
４
４
６
１
円
）
＋
所
得
割
額
（
被

保
険
者
の
所
得
×
所
得
割
率
11
・
12
％
）

▼
保
険
料
の
軽
減

�　
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
額
（
年
額

５
万
４
４
６
１
円
）
が
表
の
と
お
り
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
１
：
給
与
所
得
者
等
は
次
の
い
ず
れ
か

　
の
条
件
を
満
た
す
方
①
給
与
等
の
収
入

　
が
55
万
円
を
超
え
る
、
②
65
歳
未
満
か

　
つ
公
的
年
金
等
収
入
が
60
万
円
を
超
え

　
る
、
③
65
歳
以
上
か
つ
公
的
年
金
等
収

　
入
が
１
２
５
万
円
を
超
え
る

※
２
：
基
礎
控
除
額
等
は
、
税
法
改
正
等

　
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
：
軽
減
判
定
す
る
と
き
の
総
所
得
金

　
額
等
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所
得

　
の
特
別
控
除
に
係
る
部
分
の
税
法
上
の

　
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
４
：
年
金
収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等
控

　
除
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

　
は
、
当
面
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
金

　
額
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
て
軽
減
判
定

　
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
軽
減
対
象
と
な
る
方
の
判
定
は
、

所
得
情
報
に
基
づ
い
て
行
う
の
で
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得

情
報
が
な
い
場
合
は
後
期
高
齢
者
医
療
担

当
窓
口
へ
の
簡
易
申
告
等
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保
険

や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
当
面
の
間
、
所
得
割
額
は

課
さ
れ
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
間
は
均
等

割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の
軽
減

割
合
が
上
表
の
7
割
に
該
当
す
る
方
は
そ

の
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合

　
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎(

275)

６
３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
資
格
管
理
課
☎
０
６(

４
７
９
０)

２
０
２
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
皆
保
険
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
法
律
が
改
正
さ
れ
、
医
療
費
の
負
担

割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
1
日
か

ら
住
民
税
課
税
標
準
額
が
28
万
円
以
上
の

方
で
一
定
以
上
の
所
得
の
被
保
険
者
の
方

は
現
役
並
み
所
得
者
を
除
き
2
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
2
割
負
担
に
な
る
方

に
は
、
施
行
後
3
年
間
は
外
来
の
月
々
の

負
担
増
加
額
が
３
０
０
０
円
ま
で
と
な
る

配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）

６
３
９
２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）

２
０
３
１

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

16,338円

43,568円

27,230円

所得の判定区分 軽減
割合

7 割

5割

2割

同一世帯内の被保険者と世帯主（被保険者でない
方も含む）の総所得等の合計額

【基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者
等の数（※1）－１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+28万5千円×（被保険
者数）+10万円×（給与所得者等（※1）の数－
１）】を超えないとき

【基礎控除額（43万円）+52万円×（被保険者数）
+10万円×（給与所得者等（※1）の数－１）】を
超えないとき

令和 4年度の
軽減後

均等割額（年額）



健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助

成
・
歯
科
健
診

▼
健
康
診
査

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
に
対
し
て
、
４
月
下
旬
〜
5
月
上
旬

に
か
け
て
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
（
令
和
４
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
方

に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。）

　
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
に
指
定
医
療
機
関
等
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。（
年
度
中
に
１
回
）

　
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
受
診
券
と
被
保

険
者
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中

の
方
は
、
病
院
・
施
設
に
お
い
て
健
康
管

理
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。
な
お
、退
院・

退
所
等
で
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、

健
幸
づ
く
り
課
へ
必
要
書
類
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
助
成
を
受

け
ら
れ
る
回
数
は
年
度
中
１
回
、
２
万
６

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類　
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
、
検

査
結
果
通
知
書
等
の
写
し
、
被
保
険
者
証
、

口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

▼
歯
科
健
診

　
広
域
連
合
が
指
定
す
る
歯
科
医
院
等
で

無
料
で
受
診
で
き
る
の
で
、
積
極
的
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
年
度
中
に
１
回
）

　
対
象
者
に
は
４
月
下
旬
頃
に
歯
科
医
院

リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
。
健
診
を
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
リ
ス
ト
記
載
の
医
院
に
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
被
保
険
者
証

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

歯
科
健
診
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
6
ヶ
月
以
上
継

　
続
し
て
入
院
中
の
方

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

　
健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
が
い

　
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
ま
た

　
は
入
居
し
て
い
る
方

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９

２
ま
た
は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

▔介
護
保
険

介
護
保
険
料�

�

仮
徴
収
額
通
知
書
を
送
付

　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金
額
を

も
と
に
決
定
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
年

間
保
険
料
は
、
令
和
３
年
中
の
所
得
確
定

後
の
７
月
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
は
令
和
２
年
中
の
所
得
を
も
と
に
算
出

し
た
仮
徴
収（
暫
定
賦
課
）の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
を
月

額
１
万
５
千
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
方
は
、

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
仮
徴
収
期
間
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
の
月
割
保
険
料
は
、
本
年

２
月
に
引
き
落
と
さ
れ
た
保
険
料
と
同
額

を
徴
収
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
保
険
料
は
、

７
月
に
決
定
さ
れ
る
年
間
保
険
料
額
か
ら

仮
徴
収
期
間
に
徴
収
す
る
保
険
料
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
、
10
月
〜
翌
年
２
月
の

期
間
で
徴
収
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
方
の
仮
徴
収
額
通
知
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
仮
徴
収
期
間
の
月
額
保
険
料
は
、
前
年

度
の
保
険
料
を
も
と
に
暫
定
賦
課
し
て
お

り
、
７
月
に
年
間
保
険
料
を
決
定
し
、
仮

徴
収
期
間
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を

７
月
〜
翌
年
３
月
の
本
徴
収
期
間
で
徴
収

し
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

▔各
種

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に

　
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
す

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
策　
生
ご
み
を
減
ら
す
・
生
ご
み
が
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
や
ご
み
箱
を
使
う

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６
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飼
犬
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
飼
犬
は
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
る
と
、
飼

犬
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射

が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
は
お
近
く
の
動

物
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
環
境
政
策
課
☎
（
275
）
６
２
６

６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
前
に

　
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
残
っ
た
エ
サ

や
ト
イ
レ
の
片
付
け
を
し
な
い
と
、
残
っ

た
エ
サ
が
散
ら
か
っ
た
り
悪
臭
が
発
生
す

る
等
、
周
囲
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
サ
を
与
え
ら
れ
た
猫
が
不
妊
去

勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い
と
、
子
猫
を
た

く
さ
ん
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
不
特
定
の

方
に
エ
サ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
猫
の
健

康
面
か
ら
も
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
サ
を
与
え
る
前
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
を
！

見
か
け
た
ら
…
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
触

っ
た
り
し
な
い
で
駆
除
す
る
。

駆
除
の
方
法
…
ク
モ
は
踏
み
つ
ぶ
す
か
市

販
の
殺
虫
ス
プ
レ
ー
（
ク
モ
用
ま
た
は
ゴ

キ
ブ
リ
用
）
を
噴
霧
す
る
。
卵
の
う
は
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
却
す
る
。

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
…
患
部
を
流
水
で
よ

く
洗
い
、
早
く
病
院
で
治
療
す
る
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
か
ん
だ
ク
モ
は
殺
し
て
、
病

院
に
持
っ
て
い
く
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

普
通
ご
み
処
理
券
を�

�

上
手
に
使
う
た
め
に

　
毎
回
使
用
す
る
ご
み
袋
を
45
リ
ッ
ト
ル

か
ら
30
リ
ッ
ト
ル
に
す
る
な
ど
普
段
使
う

袋
よ
り
も
1
つ
小
さ
い
サ
イ
ズ
と
な
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
で
、
1
年
間
で
普
通
ご

み
処
理
券
約
１
０
０
枚
の
節
約
と
な
り
ま

す
。
ご
み
の
量
に
合
っ
た
大
き
さ
の
袋
を

使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

引っ越したばかりの新築マンションに 「管理会社の依頼で換気扇の説

明をする」との訪問があり、そのようなこともあるのかと思い部屋に入

ることを了承した。30分以上使用方法を説明された後、換気扇フィル

ターの購入を勧められ、 約1万5千円を支払った。高額だし、よく考える

と不審だ。 クーリング・オフしたい。(当事者:学生 男性)

消費生活センターだより

休館日 土・日曜日、祝日

引っ越し直後は荷解きや手続きなどで忙しく、 新しい生活にも不慣れな時期 
であり、いつもより冷静に判断できなくなりがちです。 突然訪問を受け「管理

会社の依頼で」 「周りはみんな契約している」などと言われても、事業者の話だけを信
じてすぐに契約しないようにしましょう。事業者の話について少しでも疑問に感じた
ら、 管理会社などに確認しましょう。
※2022年4月から18歳で大人に! 一人で契約ができる反面、原則として一方的にやめ
ることはできません。成年になったばかりの若者にどんな消費者トラブルがあるのか
知っておくこともトラブル回避に役立ちます。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501

場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

管理会社の依頼？
引っ越し直後の訪問販売

※国民生活センター「子どもサポート情報　第180号」から抜粋・イラスト黒崎玄

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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重
度
障
が
い
者
の
方
な
ど
に�

タ
ク
シ

ー
等
利
用
料
金
助
成
券
を
交
付

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

や
療
育
手
帳
Ａ
、
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

申
請
・
問
合
先　
対
象
と
な
る
手
帳
ま
た

は
医
療
受
給
者
証
を
持
参
し
、
高
齢
・
障

が
い
福
祉
課
☎
（
275
）
６
２
９
４
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
で
、
業
務
時
間
中
に
窓
口
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
4
月
24
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正

午場
所　
市
役
所
（
本
館
１
階
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
以
外
の

　
お
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２

みん
ないっしょ

に生きる社会を

 

「
人
権
」
と
は
、
「
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
で
、
全
て

の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
権
利
」
で
す
。
誰
に
と
っ
て

も
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
守

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
い

じ
め
、
暴
行
、
虐
待
、
差
別
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
た

め
、
国
民
の
人
権
擁
護
に
携
わ
る
国

の
行
政
機
関
と
し
て
、
法
務
省
に
人

権
擁
護
局
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
守
り
、
ま
た
、
人
権
が
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
々
が
、
地
域
の
中
で

人
権
尊
重
の
思
想
を
広
め
、
住
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
創
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国
に
も
例

を
見
な
い
も
の
で
す
。
現
在
、
約
１

万
４
千
名
の
委
員
が
全
国
の
各
市
町

村
に
配
置
さ
れ
、
積
極
的
な
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
、
高
石
市
で
は
７
名

が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
に
お

け
る
人
権
相
談
所
に
加
え
、
市
役
所

等
の
公
共
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
や

デ
パ
ー
ト
等
に
お
い
て
も
、
特
設
人

権
相
談
所
を
随
時
開
設
し
て
、
住
民

か
ら
の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
等
を
通
じ
て
、
被
害

者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と

い
う
申
告
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
法

務
局
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵
犯

事
件
の
調
査
に
当
た
っ
た
り
、
当
事

者
の
関
係
を
調
整
し
た
り
し
て
、
事

案
の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
高
石
市
で
は
「
人
権
の
花

運
動
」
と
し
て
小
学
校
に
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
球
根
等
を
配
布
し
、
人
権
擁

護
委
員
が
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切

さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
S
O
S
ミ
ニ
レ
タ

ー
」
（
便
箋
兼
封
筒
）
は
、
電
話
で

は
相
談
し
に
く
い
、
勇
気
が
い
る
な

ど
と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
に
配
慮
し
た
手
紙
に
よ
る
人
権
相

談
で
す
。
全
国
の
小
・
中
学
生
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

届
い
た
手
紙
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
想

い
を
読
み
取
っ
て
返
事
を
書
く
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、
事

案
に
応
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を

救
済
に
結
び
付
け
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）
を
記
念
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
の
前

後
に
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
人
権
啓

発
活
動
を
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街

の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
保
持
さ
れ
ま
す
の
で
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽

に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

人権擁
ようご

護委員
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